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ThepurposeofthispaperistodevelopamuItimediapresentationsoftwarefbrnon-attendantstudentsand

toevaluateitbypracticinglearningactivityRecently,treatmentofnon-attendantstudentsinschooleducation

isoneoftheseriousissuesinJapan・Tbachersshouldsupportthemfromｔｈｒｅｅａspects：supportofleaming，

supportofpromotingsocialskillsandsupportofmentalhealthAsoneofthose，thereislCTutilizationin

classroomfbrnon-attendantstudentsTherefOre，multimediapresentationsoftwarewasdevelopedinorderto

supportthemfromtheabovethreeaspects・Ｔｈｉｓｓｏｆｔｗａrehasthreefunctions，Ｌｅ、imagepresentationsection，

moviepresentationsectionandtextpresentationsection，basedonblackboardsystemUsageofthissoftware

wasdesignedbasedonthecognitivecbaracteristicsofnon-attendantstudents・Asaresultoftrialpracticeby

usingthissoftware，non-attendantstudentswhotookｐａｒｔｉｎｔｈｉｓａｃｔＭｔｙｃｏｕｌｄｕｓｅｔｈｉｓｓｏftwarewithoutany

difficulties・And,theycouldnotonIymakepresentationbythissoftware,butalsocommunicatenaturallywith

theirfriendsandinstructors・Inadditiontheinstructorsgaveaffinnativeevaluationtothesoftwareand

proposednewsomeideasofutilizationofit．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Non-AttendantStudents,ICTUtilization,MultimediaPresentationSoftware

それぞれ単独で実施するものではなく，各側面への支

援を有機的に関連づけることが重要である．しかし，

｢心理的側面への支援」に関しては多くの先行研究が

見られるものの，「学習的側面への支援」に対しては

十分な先行研究が蓄積されておらず，効果的・効率的

な方策を検討することが求められている．その－つと

して，学校内の保健室や相談室，学校外の適応指導教

室等の施設，そして家庭において支援が可能な活動の

中にコンピュータや情報通信ネットワークなどの

ICT(InformationCommunicationTbchnologies)を活用

した活動が考えられる．

現在，教科教育において学習ソフトを利用した教授

方法は一般的となり，学校教育の多くで活用されてい

る．学習指導要領では，第１章総則の第４指導計画の

作成等に当たって配慮すべき事項，２の(10)に「各教

科等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付

１．はじめに

本研究の目的は，適応指導教室において，不登校児

童生徒が活用可能なマルチメディア型プレゼンテー

ション支援ソフトを開発し，実践的にその効果を検討

することである．

平成22年８月に出された「平成２１年度児童生徒の

問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の速報

値によると小中学校における不登校の児童生徒は依

然１２万人以上おり，我が国の学校教育の根幹に関わ

る問題となっている'１．不登校の児童生徒に対して何

らかの支援を行うことは急務であり，現場における重

要な課題であると言える．不登校の児童生徒に対して

行われる支援は，「心理的側面への支援｣，「学習的側

面への支援」「社会的側面への支援」の３つが考えら

れる．その際，図ｌに示すように，各側面への支援は
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一方，学習ソフトについては２箇所が使用しており，

3箇所は使用していなかった学習ソフトを使用する

ことに対しては５人中４人が使ってみたいと回答した

しかし金銭的な問題があることや，常に指導員が隣に

いて支援しなければならない学習ソフトならば使用は

難しいかもしれないとの意見が見られた．

,､理的側面への支援

教育相談の充実

カウンセリング活動

居場所づくり

個別学習支援

集団学習支援

学習ソフト

e-leaming

ソーシャルスキル

トレーニング

体験活動

スポーツ活動

ものづくり活動

2.3適応指導教室におけるICT活用に対する意識

不登校の児童生徒がインターネットを使うことに対

しては，特に反対意見は見られなかったむしろ，今

後のためにより勉強することを望む意見が多かった

しかし，インターネットは情報過多であるため，使用

方法に関しては注意が必要であり，モラルを知るだけ

でなく行動に移すことができるようにならなければな

らないとの意見が見られた．

メールやチャットの使用によりコミュニケーション

活動の動機づけとなるかという問いには，４人が使い

方次第で十分になりうると答えた．１人は，メールで

は話せるが実際の会話では話せないこと，顔が見えな

いことで自分の本音が言いやすいということが良い方

向にいくこともあれば悪い方向にいくこともあるので，

まだ疑問が残ると答えた

学習ソフトを使用することに対しては，不登校の児

童生徒が学習への興味・関心を持つようになるかとい

う質問に４人が「なるだろう」と回答した「不登校

の児童生徒次第であるが，指導員の時間がない時にも

学習ソフトは使用できる．もちろん，それが手段で

あって，目的ではないことは当然のこととして留意し

なければならない」との意見が見られた．学習ソフト

使用時に想定される学習形態では，３人が「パソコン

１台に対して不登校の児童生徒が１人の個人使用」２

人が「パソコン１台に対して不登校の児童生徒が2~３

人で使用するグループでの使用」が適当であると回答

した．グループで使用する場合には，パソコンに詳し

い児童生徒がいるので，うまく対応方法を考える必要

があるとの意見が見られた．また，グループで活動す

ることでグループ間のコミュニケーション，個人で使

用しても指導員や周りの不登校の児童生徒とのコミュ

ニケーションが図れるように活動内容を工夫したいと

の意見が見られた．

学習的側面の支援 社会的側面の支援

図ｌ不登校の児童生徒に対して行われる支援の構成

け，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報

手段を適切かつ主体的積極的に活用できるようにす

るための学習活動を充実するとともにこれらの情報

手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材．教具の

適切な活用を図ること」とあり，ICTの積極的な活用

を推奨している2)．

また，文部科学省の適応指導教室整備指針（試案）

には，適応指導を行うために必要な教具として学習ソ

フトを備えることを推奨しているしかし資金や対

応する指導員の不足，児童生徒個々の学習進度との合

致等，その導入には様々な問題が指摘きれている3)．

そこで本研究では，適応指導教室等で活用可能な，

不登校の児童生徒向けの学習ソフトの開発を行う．開

発する学習ソフトは，適応指導教室の指導員の負担に

ならない形式とすること，そして個々の児童生徒に対

応できる内容であることを考慮した上で，適応指導教

室の指導員を対象としたニーズ調査に基づいて仕様を

策定することにした．

2．学習ソフト開発のためのニーズ調査

2.1調査の概要

学習ソフトの開発にあたり，不登校の児童生徒が通

級している適応指導教室において求められるソフトの

内容を把握するため，熊本県内の適応指導教室５箇所

を訪問し，担当の指導員５人に対して口頭でのインタ

ビュー調査を行った．

2.4適応指導教室におけるICT活用に対するニーズ

具体的にどのような学習ソフトがあったら良いかに

ついて，その条件を質問したその結果，次の４点が

挙げられた．

ａ）実生活と密接していること

ｂ）教科書の内容と関わりのあること

ｃ）児童生徒参加型であること

2.2適応指導教室におけるＩＣＴ活用の状況

ＩＣＴを使った活動では，教育委員会が提供している

ＷＥＢ教材や独自開発のオリジナル教材を使用してい

る．また，調べ物程度にパソコンを利用しているとこ

ろもあれば，インターネット回線に接続していないと

ころもあり，場所によって利用に差がみられる．
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ｄ）その曰に学習した内容に関連するものであるこ

と

これらの指摘からは，適応指導教室においては，児

童生徒の学力向上に際し，より納得を伴う理解や能動

的な学習を期待したICTの活用方法にニーズがあるも

のと考えられる．

トになっていると共に，発表画面上に特に強調したい

ことなどをマーキングする機能の操作性が悪いものが

多い

そこで本研究では，人前でプレゼンテーションする

ことに苦手意識を持ちやすい不登校の児童生徒が使用

することを想定し，写真や動画，テキストなどのマル

チメディアコンテンツを活用したプレゼンテーション

を行わせるため，次のように学習ソフトの仕様を策定

した．

①レイアウトのデザインに伴う認知的負荷を低減す

るために，発表画面のレイアウトをあえて固定す

る．

②柔軟にインタラクティブな発表ができるよう，発

表内容の順序`性を拘束しない．

③発表時のスピーチの内容がノートとして画面上に

常時，表示することができる．

④発表の状況に応じて強調したい部分を簡単な操作

でマーキングすることができる．

これらの仕様によって，児童生徒のICT活用スキル

のレベルの違いによる完成度のばらつきを抑え，全て

の児童生徒がプレゼンテーションに一定の達成感や成

就感が得られるようにした

2.5開発の方針

これらのインタビュー調査の結果から，不登校の児

童生徒が学習ソフトを用いた活動をすることに対して，

肯定的な意見が見られた現在，適応指導教室で行わ

れている主な活動は，教科教育の自習活動以外では，

ものづくり活動やソーシャルスキルトレーニングがあ

るものづくり活動は，製作品を完成させることに

よって，できたという満足感や達成感，成就感を持つ

ことができ，不登校の児童生徒に必要な自己肯定感の

育成につながっている．また，ソーシャルスキルト

レーニングはある程度，その環境に慣れた児童生徒に

とっては効果的であるが，初めて来た児童生徒にとっ

ては戸惑うことが多く，ある程度のコミュニケーショ

ンを取れる段階になってからの活動が望ましいと考え

られている．

そこで，本研究で開発する学習ソフトは，教科や総

合的な学習の時間等における指導目標の達成（学習的

側面）に向けて，児童生徒が達成感や成就感を味わう

こと（心理的側面）ができると同時に，コミュニケー

ション活動を通して，お互いの理解の一助になりえる

もの（社会的側面）として，児童生徒が行うプレゼン

テーションに着目しその支援をする学習ソフトを開

発することにした．

3.2開発方法

学習ソフトの開発には，様々な言語や技法があるが，

静止画や動画，音楽や音声，アニメーション等を取り

扱え，オーサリングツールとして容易に制作，修正が

できるAdobe社のFlashを利用した．Flashはファイル

サイズが小きく，パソコンのスペックを過度に要求せ

ず，市販の学習ソフトのようなインストール作業が不

要で，パソコンに負荷をかけにくい．また，外部ファ

イルの読み込みが可能で，状況に応じて改変すること

ができ，画像やテキストだけでなく動画の読み込みも

可能である．

3．学習ソフトの開発

3.1開発のコンセプト

従来から，教科や総合的な学習の時間等で行われる

児童生徒のプレゼンテーションでは，汎用型のプレゼ

ンテーションソフトが活用されてきている．汎用型の

プレゼンテーションソフトでは，コンテンッの制作時

にレイアウトや発表の流れなどを同時にデザインする

活動形態が￣般的である．しかし不登校の児童生徒

にとっては，このような形態では認知的な負荷が大き

く，ＩＣＴ活用スキルのレベルによってプレゼンテー

ションの完成度に大きなばらつきが生じてしまう．ま

た，発表内容がスライド間の順序`性に拘束されやすい

ため，インタラクティブにコミュニケーションを取り

ながら柔軟に発表するのに適していない．ざらに多

くのプレゼンテーションソフトでは，発表時のスピー

チの内容がノートとして表示されない設定がデフォル

3.3開発した学習ソフトの機能と構成

本ソフトは黒板をモチーフとしたベースシステム

(以下，黒板）上に，以下の３セクションを構成した

Ｉ画像セクション

Ⅱ文章セクション

Ⅲ動画セクション

各セクションには，黒板内の左上にあるセクション

ボタンを選択することで移動することが可能である．

黒板には，コンテンツ表示部内でマウスを左クリッ

クしたままドラッグすることで絵や文字を描くことが

できる．色は赤・黄・白の３色と背景と同色の計４種

類，ペンの大ざは大・中・小の３種類がある．デフォ

ルトでは，色は白太さは小で描くことができる．色
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や太さを変更するときは，パレット内の色，及び太さ

のボタンを選択することで変更できるeraseボタン

を押すと，描いたものを全部消すことができるまた，

コンテンツ表示部の左側にはテキスト表示部があり，

発表時のノートなどを表示することができる（図２）

画像セクションでは，コンテンツ表示部下部のサム

ネイル表示部にあるサムネイルを選択すると，上の画

像表示部に選択した画像が表示されるサムネイル表

示部の左右にあるサムネイル変更ボタンでサムネイル

内の画像を変更することができる一度に表示できる

サムネイルは１０枚で，計５０枚の画像を登録すること

ができる画像はフォルダ内の「photo」フォルダの

中に使いたい画像を入れることで変更できる（図3）

文章セクションでは，前述したテキスト表示部と共

にメインのテキスト表示部にテキストを表示するこ

とができるこれによって，テキストをメインとサブ

のように構造化して表示することができるテキスト

は３種類登録可能で発表者が任意に変更表示すること

ができるまた，フラッシュカード部には「目標」

｢重要」「大事」「よくできました」「まとめ」と桜の

マークのフラッシュカードを作り，ソフト内でマウス

操作によるドラッグ＆ドロップが可能であるこれは

発表後にそのままの画面上で指導者からの形成的評価

を行いやすくするようにしたものである（図4）

動画セクションでは，右下のファイル名表示部で再

生したい動画を選択することで，上の動画表示部に表

示される一度に登録できる動画は１０個である動

画はＨＴＭＬファイルやswfファイルと同じ階層に置く

ことで変更できるまた，画像セクションと同じよう

にテキスト表示部にノートを表示することができる

(区'５）

それぞれのセクションに表示するテキストは

HTMＬファイルやswfファイルと同じ階層にあるtxt

ファイルを「tl」から「t6」の名前で保存することに

より，学習ソフト内に反映される（図６図7）変更

はメモ帳やワードパッド等で行う‘改行をした場合，

大きく文章間が空くように設定している
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ｔｌの場合

「midashi=」の後に書くテキストが「見出し」に反

映される

｢＆honbun=」の後に書くテキストが「本文」に反映

される

tmainの場合

「mjdashi=」の後に書くテキストが「見出し」に反

映される

｢＆main=」の後に書くテキストが「メイン」に反映

される．
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プレゼンテーション支援ソフトの開発と実践 4３

『＆sub=」の後に書くテキストが「サブ」に反映され

る．

4.2学習活動

本実践は，生徒が自分で撮った写真を用いて自分の

体験や活動の様子等を開発した学習ソフトを用いてプ

レゼンテーション活動をさせるものである活動の流

れを図８に示す．

以上のように開発した学習ソフトは，レイアウト

を固定した黒板上に，児童生徒が任意に画像，動画，

テキストなどのマルチメディアコンテンツを表示させ

ることができ，プレゼンテーションが苦手な児童生徒

でも簡単な操作で十分に活用することができるもので

ある

[教師の支援|Ⅱ生徒の活動］
事前調査

｜導入’
学習ソフトの説明煙､U冒蕊園一一テーーー

|ﾌｧｲﾙ(□』員築⑤巴式(Q）森CＤ
＿'5]WMii鰯
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1111 雨｣'yMil

hidashl二三角形の面糖を求めよう
写真撮影･選択

画像加工･保存

文章作成

&ho巾１－m=三角形の種類
、直角三角形
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幽
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論
４
汀
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発表

図６txtファイルの保存方法
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図８活動の流れ圖
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１３１吋ﾄバ國熱鋼１蕊池…
生徒間や生徒・指導員間のコミュニケーションを取

りやすくするため，時間に余裕がある教室では，２人

で1台のＰＣを使用した．

実践の前に事前調査を行った事前調査では，

ICTを活用した学習の経,験の有無，好嫌意識の２項目

について選択肢形式で実施した

学習活動では導入時に開発した学習ソフトの使い

方や活動内容の説明を行った次に展開ｌでは，生

徒それぞれが発表したい内容の写真を撮影・選択し

画像を加工・保存したその後保存した画像に関する

文章を作成し，テキストファイルとして保存したそ

の間指導者は机間支援を行い，コミュニケーション

を促す活動を行った展開２では，まず指導者が発表

例を演示しどのようにプレゼンテーションをすれば

よいかを生徒に知らせた生徒は，数回の発表練習の

後本番のプレゼンテーションを行った最後にまと

めとして，指導者からの講評をし事後調査を行った

事後調査では，学習ソフトの使いやすさや操作性，

本実践に関する好嫌意識活動の中でコミュニケー

ションを図ることができたかの３項目について，選択

肢形式で実施した

團網:畷焔…,
申:qL
fFD-J. 圓翻…’

団辮鋼;瀞f… 圖?穂'艫,

図７学習ソフトの階層

4．学習ソフトを活用した実践の試行

4.1実践の概要

開発した学習ソフトを活用した授業実践を，熊本県

下の適応指導教室３箇所で行った参加人数と指導者

数，活動時間を表ｌに示すＺ]ぞお参加した不登校生徒

は中学校１年生２人，２年生５人，３年生３人の計]0

人である

表ｌ授業実践の詳細

適応指導教室 適応指導教室 適応指導教室

Ａ |目 Ｃ

参加人数 ２人 ２人 ６人

指導者数 |人 1人 ２人

活動時間’１２０分 90分 ９０分

適応１ｉｉｉｊ掌教室
Ａ

適川面f簿譲這
：］

適応指導教謹

参"::人数 ﾌハ ２人 ６人

朧;j尊者数 １人 ：人 ２人

灌動時間 ;２０分 ,(》分 ”分
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かじめ学習した．当日の授業時間には教室の学習内容

に沿った制作例とわかりやすいテキストを作成しそ

れを生徒に見せて指導した活動内容としては，適応

指導教室ｃで今期行った体験活動の写真をデータベー

スの中から生徒が選び，画像サイズを加工した後，事

前に用意していた感想文等をテキストに打ち込んで

いったパソコン１台に対して２~３人で111頁番に活動を

行い，操作に関することからそれ以外のことを含め

て和気あいあいとした雰囲気でコミュニケーションが

取れていた作業進度には少し差があった．しかし

指導員が細かな指導をしており‘全員当初の予定通り

の活動内容を達成することができていた．

３箇所での実践に対する観察からは，生徒は笑顔で

活動し能動的に話し合いに取り組む姿がうかがえた

自分が制作した内容を他の生徒に説明し楽しさを共

有しようとする行動も見られた発表する場面では，

自分が特に頑張った部分や，工夫した点を他者に伝え

ようという態度が見られた活動中の生徒の様子を図

１０に示す．

事後調査の結果，学習ソフトの使いやすさや操作性

に関しては８人の生徒が満足し‘活動自体に対しては

１０人全員が楽しかったと回答したまた，９人が「話

し合いながら活動することができた」と回答した

以上のことから，３箇所の適応指導教室ともにプ

レゼンテーションの作成・発表活動を通してコミュニ

ケーション支援という点で学習ソフトは有効に機能し

うることが確認された．

4.3生徒の反応

事前調査に対する回答を全体で集計した結果，ＩＣＴ

を活用した学習の経験では，活用経,験のある生徒は

１０人中９人であったその多くは，数学学習用のドリ

ル型ＣＡＩを用いた個別学習であったＩＣＴを活用した

プレゼンテーションの経験は全員がなかった．好嫌意

識では，１０人７人が「好き」２人が「少し好き」と答

え，計９人が肯定的に回答した．残る１人も「どちら

でもない」と回答し「少し嫌い」又は「嫌い」との

回答は全く見られなかった．各教室ごとの生徒の反応

は次の通りである

適応指導教室Ａでは，学習ソフトの使用方法を説明

した後，それぞれの生徒に合わせて制作しておいた内

容の学習ソフトを導入として示したパソコンは生徒

2人に対して１台で活動を行った内容は，適応指導

教室Ａの指導員に，生徒が興味を持っていることにつ

いて事前に調査し，授業の導入として生徒が学習ソフ

トに対して興味を持つように工夫したその後，実際

に学習ソフトを使って行いたいことを個々で考え，そ

れに応じた写真を適応指導教室の内外で撮り，学習ソ

フト内に取り込んだ．画像加工では，時間はかかった

が生徒自身で行うことができた．写真を説明する文章

は，考えながらメモ帳に記述していったので多少時間

はかかったがそれぞれが写真の説明や，伝えたい文章

を書けていた制作途中で写真が足りないと気付いた

時は生徒自身から写真をもっと撮りたいとの発言があ

り，積極的に学習ソフトでの活動を行う態度が見られ

た．また，制作したものをお互いに見せ合ったり，授

業者に見せたりと，笑顔で活動を行うことができてい

た特に写真を撮るときや，黒板を使うときなどは声

をかけて見せるなど，積極的なコミュニケーションが

できていた．

適応指導教室Ｂでは，生徒２人に対して適応指導教

室Ａよりも少し長く学習ソフトの説明時間をとった

その後は適応指導教室Ａと同じように写真を撮り，加

工した後写真に応じた説明文等を書き，授業者を含

めた３人で制作したものを説明し合ったパソコンは

生徒に１人1台で活動を行ったこの教室では生徒に

作業進度の差が大きく出た作業が早い生徒がパソコ

ンの操作に手間取っている生徒に自ら進んで助言をす

る行動が見られた生徒同士のコミュニケーションも

よく取れており，学習ソフトがコミュニケーションの

きっかけとして十分に働いていた制作内容を図９に

示す．

適応指導教室Ｃでは，教室Ａ・Ｂとは少し異なった

活動内容で，学習ソフトを取り入れた活動の観察を主

とした適応指導教室ｃの指導員とは事前に数回打ち

合わせを行い指導員が学習ソフトの使用方法をあら
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図９適応指導教室Ｂで制作した内容



4５プレゼンテーション支援ソフトの開発と実践

メディア型プレゼンテーション支援ソフトを開発した

この学習ソフトを活用した授業実践では，学習活動に

対して生徒が興味関心を持つと同時に自己表現や他

者とのコミュニケーションを行うなどの能動的な態度

が認められたまた，事後調査の結果及び指導員から

の意見においても，開発した学習ソフトに一定の肯定

的な評価を得ることができた．このことから本研究で

開発した学習ソフトは不登校の生徒に対してコミュニ

ケーション能力育成支援を行う活動に対して有用なも

のであることが確認された

しかし本研究では開発した学習ソフトを用いた試

行的な実践を中学生にのみ実施しているそのため，

今後は小学生を対象とした実践においても所与の効果

が適切に得られるかどうかを検討する必要があるそ

の際，小学生でも無理なく使用できるように学習ソ

フトの操作性をより高めていくことが求められるそ

の上で，本学習ソフトを活用したプレゼンテーション

の作成・発表学習の効果を，ソーシャル・スキルや自

己肯定感の形成という観点から評価することが重要と

思われるこれらについてはいずれも今後の課題とす

る

ｉｊＥｊｆ議議露i零￣I ｜」薄『
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図１０活動中の生徒の様子

4.4指導員の反応

指導員との打ち合わせや事後のインタビューでは，

開発した学習ソフトが教科教育の学習支援にも十分活

用することができるとの意見が得られた主な意見は

次の通りである

・文字，画像，動画を同時に表示できるのは魅力

・写真を選んだり感想を書いたり，活動を振り返る

良い機会になった

.ｌ人に１つフォルダを作り，学習や活動の足跡を残

していくような活用方法が挙げられる

・教科の授業で活用するとしたら，社会の歴史上の人

物について調べ，写真と言葉でまとめていき人物

図鑑を作っていくのもいいかもしれないと思う．

これらの意見から，開発した学習ソフトに対して指

導員は肯定的に評価しており，プレゼンテーション支

援だけでなく，日々の適応指導教室での教科教育にも

活用できるのではないかとの期待が寄せられた
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５まとめと今後の課題

以上，本研究では，適応指導教室に通う不登校の児

童生徒を対象に，ニーズ調査の結果に基づいてマルチ
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